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鳥取沿岸海岸保全基本計画の改定案について、幅広く県民の皆様から意見を聞くため、パ

ブリックコメント及び電子アンケートを実施しましたので、その結果を報告します。 
 
１ 意見募集概要（※以下のほか、有識者、関係機関への意見照会を別途実施） 

（１）パブリックコメント 

・実 施 期 間：令和元年１１月２９日から１２月２５日まで 

・意見募集の方法：県ホームページ掲載のほか、新聞広告、チラシの配架（県各庁舎、市町村役場等） 

・意 見 の 件 数：３３件（１２名） 

（２）電子アンケート 

・実 施 期 間：令和元年１２月１３日から１２月２２日まで 

・意見募集の方法：県政参画電子アンケート 

・回 答 の 件 数：４８４件（６７９名中４８４名回答、回答率７１％） 
 
２ 意見の概要 

（１）主な意見 
・Ｌ２津波(施設による防護水準を超える最大クラスの津波)に対しては、ハード整備による対策で

はなくソフト対策が重要である。 
・Ｌ２津波に対するハード対策は計画しないのか。 
・長期的な課題（地球温暖化に伴う海面上昇）を記述すべきである。 
・近年の災害を考えると、最大クラスの津波も見直す必要があるのではないか。 
・砂浜の海岸保全施設指定を位置付けた先駆的な改定案であると思う。指定に向けた技術的な課題

は多いと思うが、優先順位を決め、確実に指定して欲しい。 
・砂浜を海岸保全施設とみなす発想はよいと思うが、施設とみなすことでいたずらに人の手が加え

られる（人工構造物の設置等）ことを懸念する。 
・砂浜の管理について、監視カメラ等を利用した効率的・省力的な管理システムの構築を期待する。 

（２）主な意識調査結果 ※速報値 
(問)海岸侵食対策として可能な限り、自然環境を大きく変化さ

せる離岸堤などのコンクリート構造物を整備することなく、サンド
リサイクルによる対応を基本とする方針についてどう思いますか。 

(結果) 
        単位︓⼈ 

 
 
 
 
 

 
・「よい」が約 57%、「やむを得ない」が約 28%を占め、サンド

リサイクルによる総合的な⼟砂管理を基本とする海岸侵食
対策に、概ね賛同(合わせて約 85%)が得られた。 

(問)海岸侵食対策として、砂浜がこれ以上失われないよう「現況
の汀線(海水面と海浜の境界線)」を基本に海岸線を保全し
維持するという目標についてどう思いますか。 

(結果) 
       単位︓⼈ 

 
 
 
 
 

 
・「よい」が約 70%を占め、現方針に概ね賛同が得られた。 
・「目標が低すぎる」が約 12％を占め、砂浜の回復のための積

極的な養浜についても一定のニーズがあることが分かった。 
 
３ スケジュール 
 今後、パブリックコメント等の結果を踏まえ、鳥取沿岸海岸保全基本計画改定連絡調整会議（第
２回）を開催し、最終案をとりまとめる。 
R1.10.28 鳥取沿岸海岸保全基本計画改定連絡調整会議※(第１回)を開催 

R1.10.28～11.29 学識経験者、海岸管理者及び沿岸関係市町村に対し、海岸法に基づく意見聴取 

R1.11.29～12.25 パブリックコメントを実施 

R1.12.13～12.22 県政参画電子アンケートを実施 

R2.1.21 パブリックコメント・電子アンケート結果取りまとめ、報告【今回】 

R2.2 鳥取沿岸海岸保全基本計画改定連絡調整会議※(第２回)を開催 

R2.2 鳥取沿岸海岸保全基本計画決定 

R2.3 鳥取沿岸海岸保全基本計画を公表し、各主務大臣へ提出(海岸法第２条の３第６項) 

※構成員：鳥取大学黒岩教授、各海岸管理者、各関係市町村、オブザーバー：国交省日野川河川事務所長 



 


